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地域の魅力を高める歴史的資産の使い方を創造する 

３６ 街並みの将来像をパタンランゲージから考える 

 

嘉右衛門町地区の将来について、住民とともに具体的に考えていくきっかけとして街並みの将来像の図案化

を試みた。栃木、嘉右衛門町パタンランゲージを作っていくための町歩き調査や、ワークショップの中で、嘉右衛

門町の街の問題点や、住民が意識していない街の魅力を発見することになった。これからの街作りによってさら

に魅力的な場所になりうる場所を「嘉右衛門町ポテンシャルゾーン」として定め、それらの街をつくる様々な要素

を写真に撮り、地図上にプロットしていきながら嘉右衛門町内９つの場所に、将来像を提案した。 

現在は様々な問題がある嘉右衛門町地区で、ポテンシャルゾーンを図案化する作業を通して、その問題を嘉

右衛門町パタンランゲージを使いながら解決を試みた。いくらか飛躍はあるものの、より住民にとって、また、嘉

右衛門町を訪れる人たちにとっても、魅力的な提案となったのではないか。 

「嘉右衛門町ポテンシャルゾーン」にはナンバーをつけて、嘉右衛門町パタンランゲージから参考にしたパタン

をはじめに示しているので、そこから、嘉右衛門町パタンランゲージに戻り、パタンについて詳しく読んでもらいた

い。より、まちづくりについて深く考えることができる。街づくりを考えるとき、中心になるべきなのは、その町に住

む住民であるべきである。この街並みの将来像の図案化から、専門家ではない、この町に住む人たちが、自分

のこととして町の将来について考え、意見を出し合い、自分たちの街づくりの指針をまとめていくきっかけになれ

ば嬉しい。                                                                                                        
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図１ 嘉右衛門町ポテンシャルゾーン 
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図２ ６.街道沿いの街並みを整える 

2016年 2021年 2031年 
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図３ ７.通りに対して開いた見世の作る街並み 


